
学
界
消
息

　
　
　
簗
学
研
究
会
闊
係

例
会
　
九
月
廿
八
日
（
土
）
　
午
後
一
時
よ
り

　
臨
地
講
演
　
宇
治
平
等
院
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
上
野
照
夫
氏

　
解
体
修
理
を
終
え
て
掻
臼
を
一
念
し
た
宇
治
平
等

　
院
に
つ
い
て
、
講
演
と
見
掌
の
会
を
行
っ
た
。

　
（
往
復
観
光
パ
ス
利
用
）
．

　
　
　
国
史
関
係

読
史
会
九
月
例
会
　
九
月
一
四
日
（
土
）

　
　
午
後
一
隠
　
於
京
大
楽
友
会
館
髄
室

　
人
吉
庄
に
お
け
る
地
頭
と
在
家
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
嘗
　
喬
乎

　
自
薦
畏
権
運
動
史
上
に
お
け
る
大
阪
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
塚
　
　
闘

神
道
塑
学
会
大
会
　
九
月
二
十
九
日
（
欝
）

　
　
午
後
九
時
　
於
康
大
楽
友
会
館

　
エ
ビ
ス
神
信
仰
の
本
源
　
　
　
　
　
吉
井
　
良
隆

　
禮
祓
の
神
と
し
て
の
住
吉
大
神
　
　
真
弓
　
常
忠

　
魏
志
井
人
伝
の
信
愚
性
　
　
　
　
　
隠
野
谷
。
滋

　
　
一
風
俗
記
購
を
中
心
と
し
て
一

旧
風
紀
の
成
立

神
郡
に
つ
い
て

橘
氏
と
梅
宮
神
に
つ
い
て

式
内
社
聞
の
聞
隔
に
つ
い
て

神
道
史
上
の
一
課
題

　
－
一
■
教
学
上
の
一
蹴
T
l
…

二
十
一
社
記
の
成
立
の
一
考
察

古
史
記
の
伝
来
と
神
道
家

浅
見
綱
斎
…
の
神
道
思
想

野
鼠
宮
吉
田
家
に
つ
い
て

O
o
α
ω
9
δ
＜
①
け
げ
①
ρ
庫
①
Φ
誹
の
意
義

安志事跡鎌
津賀井銀翼
素　啓瑞純
彦剛・一一一穂一

蒲羽近青後
生倉藤木藤

俊敬啓紀正
仁尚吾元二

－
英
圏
教
会
祈
蔭
嘗
を
中
心
に
し
て
一

　
　
　
（
講
　
演
）

　
ダ
ン
テ
の
神
曲
を
読
み
で
古
事
記
の
一
段
を
顧

　
み
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
面
　
葦
雄

∴人

纓
�
j
勝
＋
A
買
秋
一
李
∴
人
A
識
　
　
一
〇
日
韓
み
ハ
阿
門
（
日
）

　
　
午
前
九
時
半
　
於
関
西
大
学
大
学
院
階
段
教
箆

尼
崎
下
坂
部
遺
跡
調
査
の
概
要
　
　
村
州

菜
種
作
・
綿
作
地
帯
の
再
検
討
　
　
北
崎

天
平
十
二
年
の
内
蔵
寮
解
　
　
　
　
井
上

「
村
方
改
革
」
と
國
訴
　
　
　
　
　
小
林

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
東
イ
ン
ド
貿
易
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

近
世
後
期
河
内
小
作
料
の
態
様
　
　
竹
安
　
繁
治

廃
穰
後
の
平
城
旧
京
城
内
の
様
態
　
大
井
重
二
郎

近
世
封
建
貢
租
に
関
す
る
一
考
察
　
塩
野
　
芳
夫

　
i
特
に
貨
幣
納
に
つ
い
て
一

申
世
の
村
落
共
同
体
に
関
す
る
試
論

　
1
「
座
屈
」
構
成
に
つ
い
て
i
－
黒
田
俊
【
雄

城
下
町
高
閏
に
お
け
る
商
人
資
本
　
高
沢
　
裕
｝

古
代
手
工
業
生
産
の
蔓
的
意
義
　
　
門
脇
　
藺
二

寺
内
町
冨
匿
林
の
構
造
と
展
開
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
田
　
　
修

梅
染
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
捷
一

東
洋
史
関
係

　
　
　
東
洋
史
隠
制
大
学
院
研
究
発
表
会

　
　
　
六
田
刀
例
A
四
　
六
日
μ
八
日
（
土
）
御
津
恢
二
蒔

　
　
　
　
早
帰
の
地
税
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
善
峰
　
憲
雄

　
　
　
　
霞
評
柵
昌
基
「
栄
代
雇
傭
関
係
的
初
歩
探
索
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
本
　
軍
巳

行
弘
　
七
月
例
会
　
七
月
十
三
臼
（
土
）
午
後
二
蒔

豊
二
　
　
元
代
の
海
外
貿
易
に
つ
い
て
　
　
井
崎
隆
興

　
薫
．
明
代
万
暦
朝
の
宗
教
的
叛
乱
に
つ
い
て

　
茂
　
　
　
・
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞
野
　
潜
龍

　
　
　
　
三
階
教
の
経
済
思
想
　
　
　
　
　
　
兼
子
　
秀
利

孝
夫
　
九
月
例
会
　
九
月
八
礒
（
土
）
午
後
二
時
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評鶏

雍
正
帝
の
仏
学

高
麗
朝
に
お
け
る
佃
戸

唐
代
に
お
け
る
奴
魏
に
つ
、
い
て

地
理
学
関
係

中金塚
谷　本

英洪俊
雄素孝

国
際
地
理
学
会
議

　
鼠
際
地
理
学
会
議
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
カ
ン
フ
ェ
ラ

ン
ス
・
オ
ヴ
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
八
月
二
九
臼
－
三
一

臼
東
京
掌
士
会
館
、
九
月
二
・
三
日
天
理
大
学
の
二

会
場
を
申
心
に
、
そ
の
三
三
そ
れ
ぞ
れ
数
日
に
わ
た
「

る
現
地
姦
智
談
（
エ
ク
ス
カ
ー
シ
皿
ン
）
を
加
え
て
ほ

ぼ
二
〇
日
に
わ
た
り
挙
行
さ
れ
た
。
外
国
よ
り
は
二

〇
力
扇
八
○
嘉
名
に
の
ぼ
る
参
会
が
あ
り
、
日
本
か

．
ら
は
こ
〇
〇
鹸
名
の
参
会
を
み
た
。
東
京
で
は
東
繭
…

ア
ジ
ア
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
そ
の

ほ
か
研
究
発
表
は
、
地
形
・
気
候
・
陸
水
・
土
地
利

用
・
工
業
化
・
塵
業
地
域
・
総
合
開
発
・
集
落
・
入

口
等
の
多
方
面
に
わ
た
り
、
活
濃
な
論
議
の
展
開
の

う
ち
に
、
学
問
の
国
際
交
流
に
多
大
の
成
果
を
あ
げ

た
。
現
地
討
議
の
地
域
と
し
て
は
北
海
道
・
東
北
・

菓
京
都
。
中
部
・
大
和
盆
地
・
宇
治
一
京
都
・
阪

神
・
瀬
戸
内
・
九
州
の
諸
地
域
が
販
上
げ
ら
れ
た
。

研
究
発
表
と
現
地
討
議
を
趨
じ
、
外
國
地
理
掌
者
の

臼
本
に
対
す
る
認
識
は
よ
り
深
め
ら
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
　
ま
た
わ
が
国
の
地
理
学
界
も
こ
の
会

議
を
機
会
に
何
等
か
の
刺
戟
を
・
）
け
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
東
京
で
は
現
代
地
図
、
天
理
で
は
日
本

製
古
地
図
に
関
す
る
展
観
が
催
さ
れ
、
内
外
掌
者
に

与
え
た
感
銘
は
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

考
古
学
関
係

山
口
察
豊
浦
郡
豊
北
町
、
土
井
ケ
浜
遺
跡
の
調
査

　
八
月
一
日
i
十
七
臼
。

　
奈
良
丈
化
財
研
究
所
金
関
恕
氏
は
九
州
大
学
医
掌

　
部
解
培
学
教
室
と
第
五
次
の
共
同
調
「
査
を
行
つ

　
た
。
弥
生
式
繭
期
の
入
選
三
二
倣
　
を
　
発
掘
、
入
骨

　
の
輝
鵡
葬
と
上
層
の
土
師
器
…
と
の
関
係
が
確
め
ら
れ

　
た
。
土
師
器
の
層
か
ら
は
鏡
二
面
が
出
土
し
た
。

下
関
市
安
岡
。
梶
栗
浜
遺
跡
の
調
査

　
八
月
十
七
日
一
二
十
五
貝

　
塞
年
一
月
に
続
く
第
二
次
調
査

　
金
関
恕
聴
講
が
弥
生
式
語
物
の
箱
式
縮
三
、
石
囲

～
を
発
掘
し
、
石
弾
内
か
ら
は
碧
玉
管
玉
多
数
が
発

見
さ
れ
た
。

　v　xrwIVvvv

融
筆
者
紹
介

営
崎
市
定
　
京
都
大
学
教
授

山
崎
　
　
宏
　
東
京
教
育
大
学
教
授

川
喜
田
二
郎
　
大
阪
市
立
大
学
助
教
授

大永
月井

明明

時
野
谷
勝

松
尾
蓉
盆

狩
野
直
新

京
都
大
学
助
手

大
阪
市
立
大
学
講
師

大
阪
大
学
教
授

京
都
大
学
助
手

京
都
大
重
大
学
院
学
生

山
澄
　
　
元
　
京
都
大
学
大
学
院
学
生
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